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ウィズコロナが前提のきめ細かい対策を講じる
慰労金や「新しい生活様式」に向けた補正予算を可決

　令和２年11月定例市議会に市長が提案した議案は、65件（予算案８件、条例案16件、その他
41件）、議員提案の議案は１件でした。そのうち、工事請負契約の締結についてなど２件の議案に
ついては、一部の議員から反対がありましたが、すべての議案を原案可決・同意しました。これに
より、補正予算額は、一般会計15億5,979万円余の増額、特別会計５億5,680万円余の増額、事
業会計1,201万円余の増額となり、予算総額は6,918億6,161万円余となりました。
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リモートによる表彰式の様子

陳情の結果
不採択とした陳情（７件）
陳情第１1号、陳情第26号、陳情第30号、陳情第32号、陳情第34号、陳情第35号、陳情第36号

陳情の議決結果は
QRコードから、
市議会ホームペー
ジでご覧ください｡

議案の議決結果、議
員ごとの議案への賛
否はQRコードから、
市議会ホームぺージ
でご覧ください｡

詳細はQRコード
から、市議会ホー
ムページでご覧く
ださい｡

QRコードの商標はデンソーウェーブの登録商標です。

令和２年度岡山市介護保険費特別会計補正予算（第３号）
　介護給付費準備基金積立金等 ５億2,097万2,000円
　介護保険費特別会計の令和元年度決算の確定に伴う介護給付費国庫負担金等の精算による償還金、剰余金を準備基金に積み立てる

議会トピックス
第15回マニフェスト大賞　優秀躍進賞受賞

新型コロナウイルスの対策

　岡山市議会の取り組みが第15回マニ
フェスト大賞　優秀躍進賞を受賞しまし
た。本市議会は、議員個人や会派の枠を
超えた「チーム議会」として、令和の幕
開けとともに、新たな議会改革に着手し
ました。議会報告会の開催やICTの活用、
情報公開の取り組み、政策条例の制定な
ど政策立案機能の強化が評価され、応募
総数2,842件の中から選ばれました。

　令和２年11月18日に新型コロナウイルス感染症対策
調査特別委員会（委員長：則武宣弘）が、正副議長の同
席のもと、提言書を大森市長へ提出しました。
　内容は、感染防止対策、経済活性化（支援）対策、ウ
ィズコロナの新たな生活行動に対する支援対策に関する
14項目について、3年度の当初予算編成に対して、十分
な新型コロナ対応関連予算を計上してもらうことです。

特別委員会が市長に提言 議員の期末手当の削減

議場にアクリル板を設置
　令和２年６月定例市議会より、３密を避ける取り組み
として、議場に入場する議員を午前と午後で入れ替える
ことで約半分に調整していましたが、２年11月定例市
議会より議員席、理事者席へアクリル板を設置し、従来
どおり全員で市政に対する議論を交わせるようになりま
した。

　新型コロナによる市民生活や地域経済への影響が長期
化している中、感染症対策と社会経済活動を両立させ、
この苦境を乗り越えるため、令和２年12月の期末手当
を２年６月と同様に10％減額しました。

　令和２年10月27日に開会し、地域経済と市民生活の早期回復を後押しするために編成された「スマートフォン決済ポイント還
元事業」などを含む令和２年度岡山市一般会計補正予算（第５号）議案について、全会一致で原案可決しました。

10月臨時市議会

　９月定例市議会で提案され継続審査となっていた、令和元年度の一般会計、11特別会計、５企業会計の計17件の決算及び企業
会計決算に付随する３件の剰余金処分議案のうち、一般会計など３件の決算については一部の議員から反対がありましたが、賛成
多数で認定し、その他については全会一致で認定・原案可決しました。

令和元年度決算等

可決した主な議案
令和２年度岡山市一般会計補正予算（第６号）

　児童福祉施設等従事者への慰労金 ２億7,900万円
　子どもの集団活動による密接性・密集性の高い事業の従事者に３万円の慰労金を支給

　高齢者インフルエンザ予防接種事業 ２億7,000万円
　重症化リスクの高い高齢者等に対して、インフルエンザの予防接種を促すため、接種費用の無料化を実施

　事業継続支援金 ２億4,500万円
　売り上げが20％以上減少している中小企業・小規模事業者に対して、事業継続の下支えのための支援金を支給

（主な事業）


